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1.は じめ に
古武道には,剣 術 をは じめ として槍術,薙 刀,棒 術,杖 術,弓 術,躰 術一柔 術,拳 法 な どがあ り,
多岐にわたっているが,古 武道発生当時は,こ れ らの各武術を含めた総合武術として,主 に戦場武術
として存在 した。香取神道流,卜 伝流,鹿 島神道流,柳 生新陰流,馬 庭念流,竹 内流柔術,関 口流柔
術など,創流当時はいずれ も総合武術の色彩が濃い ものであった。
なかで,柔 術は,歴 史的 には 日本 に伝 わ る古流武 術の一一種 目であ り,徒 手 をた てまえとして,と き
に武器 を も使用 す る格闘武術であ る。名称 も,小 具足,腰 の廻 り,捕 手,和,柔,拳 法,白 打,躰 術
などと呼ばれたが,柔 術という名称は江戸時代初期から普遍化 し,明治時代に講道館柔道に発展し現
代に至っている。古流柔術は,そ の流祖が実戦場裡における体験をもととして,主 観的あるいは個性
的工夫の末に創 ら;れたものであ り,しか も秘技 として扱われたもので多 くの流派に分れた。同じ流祖
の末流でも分派から分派を生み,し だいに多 くの流派に分れてきた歴史的経緯がある。
古流柔術における制敵技法を概観すると,拳法体術の技術の核 となる当身技,小 手返しなどの逆手
を中心 とした関節技,頚 部への絞め技及び抑え技,巧 みな体捌 きによる投げ技などで構成されている。
「殺法」に関 しては,各 資料の中で,技 の連続の中で相手を制することから,当身技に加えて関節
技,投 げ技 を含めて 「殺法」 と呼ぶ場合があるが,多 くは急所への当てによって利手を制する当身技
のみを 「殺法」と呼ぶ場合が多い。特に傷心流柔術系統の流派では,姿 勢,目 付,各種制敵技法に加
えて,「殺 ・活法」及び急所に関する記述が多いように見受けられる。
ここて取 り上 げる 「殺 法」 とは,人 体 の生理的 弱点であ る急所(経 穴,ツ ボ)に 対 し,当 て(打 突)
によって シ ョックをあたえ,相 手を しび れ,く らみ,気 絶 等の状態 にお としいれて,一・時的 に抵抗不
能に した り,時 に死 にいた らしめ る当身技 を指 す。
著者は,こ れまで柔道の絞め技(岡 め技の一つ)に よってもたらされる 「落ち」(意識消失)の 生
理機構に関 して,実 験生理学的立場から検討を重ね,「落ち」(意識消失)が 窒息 とは異なる一過性の
機能障害であること,絞め技が固め技 としての束縛技であること等を実証 してきた。また,「落ち」




る 「殺法」 と共に取 り扱 われている ことが多 く,い わゆる 「殺 ・活法」 として表裏一体となって発展
して きた経緯があった。
「活法」は攻撃を受けて機能の脱落 した者への処置法であるのに対し,「殺法」は攻撃側の制敵技法
であ り,当 身技術の内容,修 練法,攻 める急所 の部位,各 流派の特性等種々の内容を包含 している。
今回は,「殺法」に関す る継続調査の中で,特 に当身技の工夫,研 究が盛んであ った といわれてい
る楊心流系の柔術 楊心流,眞之神道流,天神眞楊流柔術を取 り上げ,伝書及び伝書研究報告等に





傷心流について,天 保十四年(1843)に著わ された 「武術流祖録」,及び楊心流関 係の伝書などか
ら,流 祖は秋山四郎義昌,二 代 目大江仙兵衛義時 と目され る。年暦は詳 らかではないが,秋 山四郎義
昌は肥前長崎の小児医師であり,中国武官から柔術技法及び活法も併せて伝授されたと伝えられてお
り,その後太宰府天神に参籠し,遂に其の妙秘を悟 り捕手三百手を工夫し,楊心流を起こしたと伝え
られている。傷心流では,楊 柳の枝が細 くしなやかで,微 風にも直ちに順応して靡 き,自 からの体を
失わず持 しているように,敵 の変化 に順応 していつで も変動で きる心 とか らだの在 り方を本 旨として
お り,技 も敵の動 きに順応 しなが ら,敵 の虚 を突いてこれを制すること,ま た力の争いを避けて,心
の動 きを尊び,心 をもって敵を制することを流旨 としてい る。
傷心流の技 術体系 を知 る資料 としては,天 和三年(1683)二代 目大江千兵衛が記 した 「傷心流静
間之巻」があ り,そ こには技術(形)と して,眞 位,衝 心 目付,抜 見 目付,無 刀別,立 合請別,車 捕,
場之位の名称が見られるが,詳細は不明である。「楊心流覚悟之巻」には,当身の部位を示す烏兎暗,
雁下,松 風,月 影,水 月,明 星,村 雨,籍 留,の 名称が示されてお り,陽 心流の当時の技術の原形的
なものは窺 い知 るこ とがで きる。傷心流四世河野巣安が天文三年(1738)三月,門 人赤崎平七に授
けた伝書 には,技 術体系及び内容が より詳 しく記 されてお り,そ の内容は,居 捕(七 種),立合(七
種),壁添(七 種),行合(七 種),上 段手数廿 ヶ条(十 五項 目),極意堅五 ヶ条(五 項 目),殺活(七
種),楊心流心持覚悟 ノ巻(十五項 目)で構成されている。殺活 としては;松 風,急 雨,稲 妻,雁 下,
水月,明 星,月 影の名称が示 さ;れて いる。
次に,楊 心流 と目されている古流楊心神道流の 目録を見てい くと,そ の内容は,中 段 ・居捕十四 ヶ
条 ・上段 ・立合十四 ヶ条の計二十入 ヶ条,阿 手身(当 身)極 意十六 ヶ条,雲 上之伝(吐 息,秘 薬),
心法 から成 ってわ り,殺 活関連 を見 ると
阿手身(当身)極意




,烏 乱 一 ・,独 鈷 一・,烏 兎 層
一 ,明 間 一,松 風 一,村 雨
一一,釣 鐘 一,電 光 一,刀 影
一 ,雁 下 一・・,少 寸
一一,水 月 一,貫 元
雲上之伝
一,吐 息 之専 一,秘 薬之事 口伝
心法,署 名花押の後に,「殺濡場心流正伝系譜如斯」 と記されている。
また,同 流には 「古流傷心神道流経絡巻」が残されてお り,これには,人 体の主要臓器の位置 と機
能,各臓器の連絡等,い わゆる人体の解剖 ・生理に基づ く急所及びそれに対する殺法(当 身技)の 効
果が解説 されている。殺活法に関する極めてめず らしい伝巻といえる。項 目のみを記せば,松 風 ノ
殺 村 雨 ノ殺,電 ノ殺,月 影 ノ殺,雁 下,明 星殺,水 月,烏 兎ノ当 とな っている。
これらの資料 によって,傷 心流の技術体系及び内容を概観すると,その技術を,敵 と生死を争 う場
面 の形態 に よって 分類 ・体 系化 し,(1},居捕(坐 った姿 勢で相対 した場 合),(2),立合(立 った姿勢
で相対 した場 合),(3),壁添(壁 に添 う場合),(4),行合(立 った姿勢 で双方か ら接近 した場 合)と 配
列 し,こ れ に,(5),殺法(当 身),(6),活法(蘇 生法)を 加 え,更 に薬餌療法 と関連 した製薬 法 によ
づて構 成 されてい る ことがわか る。
楊心流の技術面については,そ の根本を楊柳の精神においていること,殺活のいわゆる当身を重視
していること,またこれに伴う活法(蘇 生法)を 秘伝 として伝え,更 に怪我に対する薬餌療法をもそ
の教授内容 としていたことなどが傷心流の特徴 と見ることができる。 また,楊 心流においては,相
手を制する技 として,殺 法(当 身技)と ともに絞め技の研究 も盛んであった と伝えられている。「傷
心流死活之極秘」(文化七年(1811))には,殺 法 としての当身技の解説 とともに絞 め技によって相
手を制 した際の,相 手の状態を様 々な視点から細か く観察して対処するための極意が著されてお り,
項 目の みを記す と,殺 サ カイ ノ蔓,ハ ナ シ様 ノ蔓,手 ニテ アテ様 ノ吏,足 ニテケ様 ノ真,稲 妻 目当ノ
蔓,水 月 目当ノ蔓,ウ ノケ ン ノ吏,半 死 ノ蔓,猫 殺 ノ吏か ら成 って いる。 絞め技 が効 いた際の様相,
相手の呼吸の仕方,相 手から伝わる脱力感,手 足の痙攣,〔 の返 り等によって頼手が意識を消失し,
機能脱落にいたる判定基準が示されている点が興味深い。
傷心流は,す でに天和 ・貞享(1600年代後半)の 項にその隆盛をみてお り,柔術 としては古い流
派に属する。発祥の地が長崎 ということもあって,東 洋医学(経 絡経穴 と急所の関連など)の影響を
多 く受けていることが窺 える。揚心流では,当 身技 と絞め技を併用 した優れた制敵技法(殺 法)が種
々考案 された と伝えられており,絞 め技においても着衣を利用 した多彩な技が示されてい る。 しか






摂州浪華ノ人也,楊 心流ヲ学ブ ト云フ,其 ノ絶妙ヲ悟 り潜カニ眞之神道流 ト号ス,門 二本間丈右
衛門傑 出 タリ,後 江戸二來 リ大 イニ鳴ル,門 人 多シ,
と記されてお り,他伝書か らも,その流祖は山本民左衛門英早であることは確かである。
員之神道流を学んで新たに天神旗揚流を起 こした磯又右衛門の五代 目正信と吉田千春が著 した 「天
神眞楊流柔術極意教授圖解 」には,
眞之神道流ハ大阪御城同心山本民左衛門 ト云人元祖ナ リ,最モ元来傷心流ヨリ工夫シテ分別シタル
流儀ナル故二手形 ・手数ノ多称ナ ドモ同様ナル事多ク在テ,三 百三手ノ内ヨリ択ビ抜テ,初段,中
段,ヒ 段 ト級格 ヲ定 メ,其 手数六十八手 トス,是 則 チ眞之神道 流 ノ起源 ナ リ,略 … 一
眞之神道流の流 旨については,同 流 「初段之巻」に
当流ハ怪我ナク我が敵 ヲ制スルノ妙ア リ,敵マタ恐 レル敵ナレバロヲモ ッテ是ヲ助ケ免スル事を第
一 トス,因 テ屓之神道 流 ト号ス
と記されている。眞之神道流が傷心流の楊柳の精神を受け継 ぎ,殺活 自在の技術を身につけ,神 の
心を心 とした智仁勇兼備の体術家を目標 としたことが窺える。
眞之神道流の技術体系は,伝 書(高 橋家所蔵)に 次の様に示されている。
初段(手 解七手合,居 捕十四手合,立 合十四手合)
中段(居捕十四手合,立合十四手合)







これ らは,技 の教授段階 を示 す もの で もあ り,ま ず 「初段 之巻」,次 いで 「中段之 巻」,「上段之巻
(上檀之巻)」の順に教授さ車 た。
最初の 「初段之巻」では,ま ず手解(逆 手以下七本),次いで居補(眞 之位以下十四本),立合(誘
引以下十四本),分銅三尺鎖(岩 石砕以下十本),五箇之傳(雲 捕以下五本),七箇之傳(別 解以下七
本),活法 と進み,続 く 「中段之巻」では居捕(眞 之位以下十四本),立合(行 違以下十四本),知木
力(車 玉以下十本),七箇之傳(衿 ノ大事以下七),九箇之傳(草 靡以下九,活 法),秘歌 となってお
り,こ れが終 って 「上段 之巻」へ と進む こ とになる。「上段之巻(上 檀之巻)」では,立 合之蔓(事),
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七箇之傳,居 捕之隻,心 持覚悟之巻(縄 之蔓),雲上之巻(殺 活法),七箇之傳,九 箇之極意(殺 法)
な どとなってお り,殺 活 法関連 を見 ると,雲 上之巻には釣 鐘,電 光,月 影,腹 下,少 寸,明 星,水 月
の急所名 が示 されてお り,九 箇之極意(殺 法)に は,百 会,天 見,鷹 兎,眼 下,独 鈷,明 星,明 閑,
秘中,松 風 急雨,活 法 として陰嚢 活,総 括 と記 されている。他 に,序 破急,万 法帰…な どの題に よ
る技術 ・心法解説 が見 られる。




幼年の頃 より武術を好み,十 五歳で京都に出て傷心流を一 ッ柳織部の下で修業,さ らに眞之神道流を
本間丈右衛門に師事し,両流の奥儀を極めたといわれる。その後諸国を遍歴,武 者修業を重ね,当 身
技(殺 法)の 有効性 を体験 し,積 年 心力をそそ ぎ,「眞 ノ当」(生理的 弱点 ・急所 を突 く,蹴 る,圧 す
る等の技法)を 完成 京都北野天満宮に参籠して悟 りをひらき,天神 と修業を重ねた二流より眞 ・揚
を合せ天神眞揚流 と名づけてこれを創始 した。
天神眞揚流の技術体系は,「手解」十二本,「初段居捕」十本,「初段立合」十本,「中段居捕」十四
本,「中段立合 」十四本,「投捨 」二十本,「試 合裏」二十四本,「極意 ヒ段重合」十木,「極意上段居
捕」十木,「乱捕 」,「口傳」五本,「当身」,「活法」で構成 されてい る。特 に殺活法関連 では,「当身」
として,天 倒,烏 兎,霞,人 中,独 鈷,秘 中,松 風,村 雨,胆 中,水 月,雁 下,月 影,明 星,電 光,
釣鐘,草 靡,尺 澤 が示 され,「活 法」 としては,陰 嚢 活法,死 相,誘 活法,襟 活 法,総 括法(肺 入活
法,気 海活 法,裏 活法)が 示 されて いる。
「天神眞楊流天之 巻」 では,天 神眞 楊流の流 旨が,和 ・武 ・一体にあ るこ とを掲げ,技 においては,
眞之神道流 上段,立 合之 事(十 本),居捕 之事(十 本),雲 上之巻(釣 鐘,電 光,月 影,鴉 下,少 寸,
明星,水 月),さ らに序破急,万 法帰 一 とい った心法の教授 内容 が示 されてお り,眞 之神道流 を踏襲
したものであ るこ とが窺 える。
また,「柔術経絡人定巻」では,天 神眞楊流柔術において用いる当身(殺 法)の 身体における部位
を示し,その部位の内部に蔵 している内臓の位置,名 称,他 の臓器と関連したその機能等について解
説が加え ら:れて いる。当身の理論 を体得 させ よう とした ものであ り,こ こに取 り上 げ られてい る当身
(殺法)は,松 風 ノ殺,村 雨 ノ殺,電 ノ殺,刀 影 ノ殺,鵬 下ノ殺,明 星ノ殺,烏 兎 ノ殺の七 つであ る。
当身(殺 法)に よって,相 手 を倒すあ るいは動けな くする といった技法 はここでははぶ かれ,内 臓諸
器官に影響を及ぼす,極 れば重篤な症状を呈して,生 死にかかわる急所への当のみが取 り上げられて
い る。
幕末,隆 盛をきわめた天神眞楊流は,現在でも継承され,師範家が存続してお り,国内各地に分れ
ているとはいえ,そ の中心は中野区在住の免許皆伝久保田敏弘氏(紀 州藩士の家系)で あろう。伝え
34i






・手刀(五 指 を伸 ば し指 間を密 着 させ,小 指付根 よ り手首に至る部分),霞,烏 兎,村 雨,松 風,
尺澤を当てる
。矢筈(四 指間 を密着 させ,親 指 との間を開 く,先 のな い矢の如 く),肢中を突 く
。拳(握 り拳 ,握 り華 甲,握 り拳面),天倒,烏 兎,人 中,霞,水 月,電 光を当てる
。手先(四 指,親 指),霞,独 鈷を当てる
。手首,肢 中を当て る
二,肘,腹 中,水 月,稲 妻を当て る
三,頭
。前額部,腹 中を当てる5
。後頭部,顔 面 を当て る
四,足,(五 指裏の付け根 あた り),水月,明 星,稲 妻,月 影,陰 嚢,電 光,草 藤 を当て る
五,踵,草 靡 を当て る
急所 については,
一一,天 倒,頭 の 頂 で,小 児 が脈 を打 つ所
二,烏 兎,両 眼の間,鼻 の上部
∫三,霞,両 眼尻 と両眉尻 の問,米 噛
四,人 中,鼻 と上 くちびるの間
五,肢 中,喉 頭 と胸骨の気管
六,村 雨 ・松風,秘 中の左右,右 村雨,左 松風(左 右の頚動脈)
七,腹 中,水 月の上部,両 乳首の延長線上胸骨の中央部




十二,陰 嚢(釣 鐘),睾 丸 .
十三,尺 澤,手 首 より四センチ位上,(俗 にい う脈所)
十四,独 鈷,両 耳の下,深 く凹んだ所
十五,電光,青 柱九節の三センチ四方




天神貰湯流においては,流 旨は傷心流,眞 之神道流の楊柳の精神をそのまX継 承している。そし
て,その技術においては,居 捕,立合など前記流派 とほ冥同様の内容で編成されているが,特 に乱取
にお ける寝技 に優 れていた こ と,当 身,活 法,怪 我 に対 する処置法,製 薬法を伝 えてい ることなどが
特色 とみ られ る。
「死活自在接骨療法柔術生理書」について。
明治29(1896)年,井ノロ松之助が柔術に伝わる殺活法を中心に 「死活自在接骨療法柔術生理書」
を著 している(醍 醐敏郎氏所蔵)。ここでは,古 流柔術技法 とともに,生 体に及ぼす殺活法の影響
(生理効果)に ついて解説を行なってお り,主に天神眞楊流の急所,そ れに対する当身(殺 法)の 詳
細 と,当時の解剖学的 ・生理学的知識による解説の内容を知る史料として興味深 く,強 く保存の必要
性 を感 じ,転 載 させて もらうこ ととした。
當身ノ解(天 道及ヒ天倒ノ當)
此ノ天道及ビ天倒 トハ前頭骨部ヲ云又天倒ハ頭ノ頂ニシテ(小見ノ時頭拶二脈ヲ打ッ所ヲ天倒 ト云
ヲドリコリ共云塵ナリ)頭蓋是レナ リ此ノ頭蓋ヲ衝突スル トキハ前頭骨ノ脳髄 ノ活動ヲ攣ジ故二人体
ノ最モ大切ノ急所ナリ故二凡ベテ首ヨリ上ノ殺ハ活法ヲ施スヲ要セズ之ヲ當打タバ必ズ臆病 トナ リテ
智畳ヲ失ヒ精神一攣スルニ至 レルナ リ,頭部ニハ三個ノ窩ミアリテ,前癌 ミハ大磯ノ前葉ヲ納メ中窩
ミハ大磯ノ中ノ中葉ヲ盛 り後窩 ミハ小膝 ヲ納ムル故二頭蓋ヲ衝突スレハ左圖ノ如キ原因二依 り牢死ス
ルナリ是ヲ生理説二因テ解説セハ左ノ通 り
ガク]ツ コチ 」ウ ∫ン:1ツ
胎髄震蕩 知覧的剣劇 卜云フ又麟ハ六個ノ骨ヲ以テ園ミ六個 トハ,額骨,顔頂骨,醐 蝶骨,枕骨,
ゾウでン をツ ジ
聰門,題 額骨 即チ是ナ リ
又日ク頭部ノ當身二於テ通常ハ各柔術ノ流派 トモ同一ノ義ナレドモ流名ノ異ナルニヨリ総テ英名穂































1・ 翻≧拶 馨 ぜ 叢'シ'フ 吐
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神経 ノ三神経ナ リ此ノ三神経ハ元來眼神経が醐蝶骨 ノ孤間ヲ通シテ眼窩二人リ以テ三抜 トナル庭ナル
者ナレバ此法二依テ卒倒スルハ全ク是等ノ原因ヨリ來ルナ リ
解 説生理的 二ロ ク(眼 神経,錯 胤),(視感, 激攣),額 骨,大 腸,神 経,額 洞,内 外骨突起,治 療
二日ク殺 法 ノ衝 黙二就 テ接骨 説二基 キ解 説ヲ見 レハ,鼻 棘,三 舞道,眼 神経,眼 窩,輩 脈,脈 絡膜,
顔面神経,等
又柔術家ノ説二日ク烏兎ノ當ハ雨眼中眞ナリ人躰ヲ天地人二配スレハ即チ天二象 ドル故二天二日月
アリテ陰陽ノ分ルハ人ニシテハ両眼ノ上二布 リテ事物明白ナリ故二足ヲ指シテ烏兎 トハ云フナ リ
亦兵陽書ニモ烏兎 ト記セ リ各流其此ハ皆ナ同一ナ リト云フ
人中ノ殺






二ロク(視 神経)二 及ビ(顔 面神経)等 鼻下二横渉シアレバナリ (生理説二日ク)
視神経擾齪,呼 吸妨害,神 経激衝,顔 面動脈神経,鼻 経,上 顎骨, 口蓋骨,三 叉神経,刺 衝,
レ
雨毛並:二霞ノ當
右二依 り術法之ヲ人中ノ當 ト云フ此ノ當ハ前ニモ述フル盧ノ如ク大事ノ殺故二稽古ニモ試 ミルー1勿
(此ノ両毛及ヒ霞(殺 當)ハ 流派二依テ違 ピアリト難モ大暑十六流ニチハ二様二號ク)
是ハ顔 ノ上部両眼尻 ト雨眉尻ノ問ヲ云(俗 二米噛 ト云庭 ノ廻 り一寸四方 ヲ云),是ハ手刀ニテ打撃
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シテ當ル者ナ リ速二卒倒セシムルナ リ又ハ下頷ヲ脱臼スル曹"1コモアリ稽古中又形ヲ取ルニモ心ヲ附べ
シ,纐 纈骨,眼 尻 ノ庭 ヲ搏撃 シ頭頗 ノ左右南方ニ ア リテ鱗状,岩 状,乳 頭,ノ 三 部 ヨリ成ル カ故二,
中腸膜,動 脈,鼓 索神経,鼓 膜張筋,二腹筋窩等二連ナル附着;鮎ハ乳頭部二存ス而シテ顔面神経,第
八劃神経,ジ ャコブソン神経,ロ チモソール神経節等ハ,岩状部二存通ス故三顧額骨ヲ打タレテ卒倒
スル理解ナリ(生理説二日ク)脛瞭反劇,諸 神脛掩㌶,顧顎骨,二 成立ッ,三部二起因スル者ナ リ
附捕身ノ法
此 ノ法二日ク相撲ノ手工打手 ト唱フル物ハ即チ是ナリ掌中ヲ以テ強ク打ツ時ハ必ス敵牢死スル者ナ リ
縦令ハ活生スル ト難 トモ全ク耳ノ聴力ヲ失ヒタルカ爲メ回復ナシ難キニ及ブ故二鼓索神経ハ水道 ト並
行スル管内ヲ上行スル鼓室二人 リ而シテ神経節 ヨリ起ル知覧繊維ハ鐙筋及ビ内耳筋ノ諸節三差 リ且ッ
鼓室前方ノ鼓膜ヲ以テ分界 トス其内ニハ空気ヲ充満ス故二搏耳牢死ノ原因ハ(生理説ノ解二日ク)




圖ノ如キ顧額骨ノ乳頭突起 卜下顎骨枝 トノ間ヲ強ク打撃スル庭ナ リ此當ハ握拳ニテ突 クカ又ハ親指
ノ先キへカヲ入シテ捺シ突ク時ハ柔術形中二敵ノカヲ抜 ク鎚ナリ即チ耳袋ノ下裳ヲ崩破スル所ナ リト









締,腔 締,襟 締,等 ニテ落命スルi極 意上段以下 ノ教授 ヲ受 クルIY.J<一一モh締 落ル「皆人 ノ知ル庭 ナ
ルカ元来此ノ法ハ喉頭 ト胸骨 ノ間二在テ氣管ヲ歴スルモノニメ爲 メニ息道 ヲ絶シメタルニ起因ス担シ





呼吸氣窒塞(咽 喉),気 管,肺 臓,気 管支,等 ナ リ










ナ リ,併 シ眉月甲舌骨筋 トハ肩"甲上縁 ヨ リ起 り舌骨二挺止 スルモノナ リ,之 ハ脳神経 ノ第八樹ナル肺 胃
神経ハ延髄ヨリ起 りテ頸動脈 ノ鞘内ヲ下 り首ノ右傍ヲ過ル時ハ鎖骨下動脈ヲ叉行シ以テ肺帯二抵リ管
二通スルモノナリ文盲ノ左傍ヲ通ズルニハ肺蓄ノ後部ノ胃管ノ前方ニ ド行ス而シテ猶横隔神経ナルモ
ノアリ館主第四ノ頚椎神経 ヨリ起 り鎖骨下動脈 ト其静脈 トノ間ヲ経テ胸腔二進入ス,其左側二於テハ
大動脈弓ノ前部ヲ横歩シ肺帯胸膜及ビ心嚢二遽ルナリ,石肺胃神経(一・名迷走神経)横 隔神経ハ共二
頸ノ左右ヲ通スルモノナリ,而シテ頸動脈又然 リ今衝的 トスル庭ノ胸鎖筋ノ外側及肩騨筋ノ上部(頸
ノ前下部)ヲ歴迫スル時ハ右二神経井二肺(気 管)胃(食 道)管 ヲ絞屡スル故二牢死ス(生理説二日
ク)
雨神経(刺 劇)(氣管)(墜塞)呼 吸氣(絶 息)胸 鎖乳頭筋,肩 脾筋,肺 胃神経,横 隔神経,頸 動脈,
気管,等 二原因ス
但シ頸 ノ左右上方 ヲ柔術法ニテ念慮 トナス(圖参照)




所 ノ道脛ナ リ,凡 ソ人間上無二咽喉 ノニッ左右二分 レテ在ル塵 ノニ 管有 リーヲ水穀 ノ道 ト云 ピ 一ー一ヲ息
管 ト云フ此ノ二値ヲ以テ肺 ト臓ノニヶ所二附績シアルナリ,又此ノ裏面二十律備 リ人間ノ顔繋ハ此肺
ヨリ出ルナ リ,活ハ則チ大肺ヲ摩迫シテ諸経二通ズルヲ以テ蘇生ス村雨ノ殺法ハ右咽ノ當 リヲ云フ之
レ陰二位シテ下ハ胃二通シ水穀ノ道痙ナ リ凡ソ飲食 ヲ胃二納ムルハ胃臆 ノ脾ノ下二位シ居ルナリ,水











神経震滋,血 行遽復,呼 吸気絶,心 臓,肺 臓,交 感神経,横 隔神経等二原因スルモノナリ活法ハ呼
吸術及 誘活襟活一傳流活,肺 入惣清華ナ リ(圖参照)
腹下ノ殺
此般ハ爾乳 ノ下邊一寸飴方巡 リノ所 ヲ當ルヲ云フ
元来是ハ肺臓二圏 シ是ヲ常設衝的ハ心肺ノ爾臓ナルモ肺 ヲ以テ衝顯 トス而シテ左腕縁ハ右腕縁ヨリ
モ多ク心袋ノ側部ヲ擁護シ又左肺臓動脈 ヲ上 トシテ気管支ヲ中部 トシ肺静脈最下ニア リ故二當拳ニハ
左肺ヲ好便 トス肺ハ主 トメ(生理説二日ク)肺 胃神経,交 換神経,視 樫校神経 ヲ充 タス,殊 二氣管支
及ビ血管ヲ占有スル者ナレバ此ノ衝的 ヲ突カハ刺縫阻氣二基キ牢死スルハ人ノ知ル庭ナ リトス生理上
足ヲ腹中眼主 ト云フ是 ヲ活法ノ術 ヲ施スニハ人工呼吸及,誘 活,襟 活,惣 活肺入,亦 …傅沈潜等ナ
リ
亦天神眞陽流ノロ傳二日ク
鷹下 ノ殺法ハ雨乳ノ邊ヲ指シテ云フ此経ハ即チ心,肺,二 臓二徹通スル庭ナ リ,心肺 ノニハ上方二
位シテ下焦 ノ臓濁ノ氣 ヲ受ケスシテ當ル所 ノ経ハ南方各一寸ナルカ故二第一心臓二當ル者 ト知ルベ
シ,心 臓ハ肺中二孕テ腕中二有スル上位ナ リ,依テ之ヲ胴臓 卜云フ者 ヲ蓋フテ有ル故二心臓 ノニツ
ハ下無水穀 ノ臓氣ヲ受ケザルナ リ,五臓二至 リテハ誠二君主ノ住位ナ リ,神明ノ寓 スル庭一躰 ノ神霊




胃脇 劒状突起(胸 下端,心 窩)ノ 垣下ヲ突撃スル庭ナリト此ハ柔術形二於テハ尤必用成先二出版
ナシタル庭ノ柔術創棒圏解及ビ柔術極意教授圖解等ニモ詳細二説述セシ者ナ リ心窩 ノ邊ハ胃 ト肝腺二
シテ脾モ亦接シ胃ハ左 ノ末肋郡上腹部二位シテ左端ハ脾二接シ肝臓ハ右ノ末肋部 ヨリ左末肋部二連シ
其古葉ハ胃ヲ蔽フ脾ハ左 リ肋骨ノ部分二在 リテ第九第十第十一肋骨二連 シ横隔膜二懸緒ス右ノ血管ハ
脾肝謄 ノ動脈ア リ神経ハ迷走横隔肝叢等ニアル諸神繹 ヲ具フ故二比衝的ヲ一撃セパ諸職ノ神経 ヲ刺戟
スル ヨ リ反 膝,刺 縫,衝 脈三 国二依 りテ卒死絶 倒 ス,故 二(生 理説 二日 ク)
脾胃肝,横 隔膜,神 経,脳 脈,ノ 關係二依 リ此活法八前二同シ又裏活ヲ用ス尚ホ天神旗揚ノロ傳二
日ク水月ハ尤モ極意ノ大切ナル殺法ナル者 トス故二一切 ノ臓脇,経 絡ノ分ル ・虚足 レナ リ此水月ハ脾
ト胃ノ中,下 ノ陽 二當 ルニ因 ッテ一切 ノ殺法ハ此 ノ理 工依 リ施行 スベ シ,神 肪 ト云 フ肺,之 ハ 腎心 ノ
牲ヲ受ケタル気軽 ヲ形チ トリタル生駒ナ リ,常二此脇ハ陰陽ヲ受ケ高風ヲ生ズル地ナ リ,即チ氣絶シ
テ少シノ間ダ臓脂二止滞シテ内部三生ノ如クナル ヲ以テ遂二生回ス可カラザルニ至ル最モ死生ヲ司ド









ヒ,後方ハ 胃ノ噴門二近勝ス 〈生理説二日ク)(神経ハ肺胃神経)膜腕神経,及 ヒ交感神経ノ肝臓叢
等ヲ有ス故二(赤 目ク)肝臓二通接スル神経及ヒ胃謄ヲ刺戟シ呼吸氣ヲ激擾スル ヨリ牢死スルナ リ
(即チ肝,冑,膏 腎 ノ三神経)而 シテ此 ノ月影 ノ殺法ハ 直チニ肝 ヲ突キ富ルナ リ,肝 ノ形ハ木葉 ノ如
クニシテ七葉有 リ,四 葉右 二有 リテ陰 ノ部ナ リ三葉ハ左ニ ア リテ此 ヲ陽 ノ部 トス(之 レ女子ハ 男子 ト





此ハ浮肋下部右ヲ云(俗 二肋膜 ノ當ナリ)殺ハ肝 ノ臓,即 チ浮賂下部右方ヲ搏撃スルヲ云フ,月
影ノ部二於テ示セシが如ク肝臓ハ右方ノ浮賂(通 常浮骨 ト云フ)下 ヨリ左方ノ浮賂迄達スルモ ノナ
リ,故二肝 ノ衝的ハ左右二在 リテ左 ヲ電光 卜云フ右 ヲ電光 卜云フ,肝 線ハ諸接スル故,之 ヲ衝突セパ






ノ氣,剛 柔,都 テ之 ヨリ出 デザル事 ナシ人力ハ謄 ノ致 ス虚ナ リトス,此 ノ殺シハ頗ル速 力ナルカ故二
















此當ハ背部(俗 二三ッ當 リト云フ)(第一う 背 ノ第三脊髄 ヲ衝突スル ヲ云フ(二)背 ノ第五椎 ヲ衝
突スル ヲ云フ(三)背ノ第六椎 ヲ衝突スル庭ヲ云フ而シテ卒倒 ノ起因スル慮ハ第一肺臓ノ剣劇二曲ル,
第二ハ心腹 ノ刺劇二由 リ,第三ハ脊髄中幅 ノ激動二原因ス,中 橿 ヲ衝突セバ脊髄全躰 ヲ激動スルナ
リ,又延髄 ヲ刺衝スルノ理ハ依之明自ナ リ,故二此後電光ノ三ッ當 リニ就テハ柔術家其人ハ其方法二
及 ビ原因二異説多シ トス,故 二 目今ハ此 ノ説ヲ解クノハ脊椎ノ側傍ヲ通ジ或ハ此ノ二者二關係セシ骨
筋脈絡二及ソテ神経ヲ激震 スルニ依ル者 トス,(生理説二日ク)之 ヲ解明シテ拶髄ノ關係,脊 椎,心
肺,賂 骨及ビ筋二關係スル依テ脈及 ビ神経ノ墜落二依ル事 ナ リ是ノ活法ハ惣活二及肺入活法気海惣
活裏活等ナ リ都テ人工呼吸術 ヲ活法ノ第一 トス(圖 参照)
5.終 りに
現在の諸道館柔道の技術体系は,投 げ技,固 め技(抑 込技,関 節技,絞 め技),当身技 によって構
成されており,そのうち投げ技,固 め技は乱取技(自 由に攻め合う技)と して発展し,今 日の競技柔
道の隆盛をみている。一方,当 身技のみは,練 習上の危険を考慮 し,またその乱用を防 ぐために,自
由練習の形式をとらずに,一 定の順序法則に従って約束練習をする形的修練に止まっている。即ち,
当身技は 「形」 としてのみ残されている。当身技は,競技 としては取 り扱いにくいが,護 身法,体 育
法 としては価値ある技術内容が含まれており,その研究 練磨 にもっと力を注 ぐべきであると考えら
れる。古流柔術の技術体系を概観すれば,そ れは護身法 としての意味あいの濃い ものであ り,現代に
おける総合護身道 といったものの確立には,古 流柔術技法から学ぶ点は極めて多いと思われ る。
講道館柔道においては,当 身技は「形」としてのみ修練 されるためか,当 身技に関する技術的研究,
さらには攻め られる側の急所に関する研究(そ の部位の詳細,生 体への生理的影響等)は これまで等
閑視されてきた。わずかに,山 田,浅 見の研究報告を見るにす ぎない。山田は,古 流柔術において当
身術が重視されて きたこと,当 穿の急所 に関 して約80ヶ所 を数 えるとし,その名称が列記されてい
るが,詳 細 は不 明で あ る。 浅 見は,即 死の急 所(9ヶ 所),即 倒 の急 所(6ヶ 所)を 選 び,握 拳 で の
打突に対する生体の反応 を観察し,呼 吸循環反応,神 経感覚反応の激 しさを報告 している。
講道館柔道においては,創 立(1882)後数年 を経て,真 剣勝負の形 として 「極の形」が制定 され,
その申で当身で攻める部位として,水 月,烏 兎,釣 鐘,膝 関節,下 顎等の急所が挙げられている。昭
和6(1931)年,創設者嘉納師範 自らが著 した 「柔道教本」(旧制中学1,2年生対象)に は,形学習
の際 の急 所 として,天 倒,烏 兎,霞 独古,人 中,勝 掛,水 月,月 影,電 光,明 星,釣 鐘,膝 関節 の
12の急 所 が選 ぱ;れ,示されて い る。 また,昭 和31(1956)年制 定の実 戦の形 として の 「諸道 館護身
術」 で取 上げ られてい る急所 は,霞 が両眼,下 顎,膝 関節,水 月,甲 利,月 影,釣 鐘,電 光,烏 兎,
人中であ る。 これ らのことか ら,講道館柔道における当身の悪所は,天 神眞楊流柔術をほぼそのまま
受け継 ぎ,そ して そ こに止ま っている状 況であ る ことがわ か る。
傷心流,員 之神道流,天 神眞楊流三流の殺法における急所の名称及び部位は,ほ ぼ同様ながら,そ
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の数は後 か ら起 こった天神眞楊流 が一・番 多い。 当初は,生 体 に与 えるダメー ジの大 きい,い わゆ る即
死の急所が取 り扱われており・ほとんどが内臓器あるいは脳髄 と関連を持ち,単 なる神経系への衝撃
だけでなく,内臓破裂,大 脳破壊を伴 うような部位が中心である。ヒ トの生命活動を阻害する部位と
直結 してお り,大 体人体:の正中線に沿って存在 し,背面は脊髄線上を中心 としている。後半 になる
と,即死の急所にさらに即倒の急所が増えている。即倒の急所は,手 足に多いところがらみて,末梢
の神経系(知 覚,運 動)に 対する直接的刺激を加えやすい急所 と見ることができる。
また,古 流柔術の技術変遷の中では,中 世の鎧を着用 した戦場 「組み打ち」による捻 じ伏せ,と り
抑えることを主 目的 とした技から,江戸時代の平服柔術への移行,大 陸からの拳法の輸入などによっ
て,柔術の技術構成は,当 身技中心の護身術 として発展してきている。殺法の技術展開の中では,当
身技のみが用いられることは少な く,投げ技,関 節技,絞 め技 との連絡の中で用いられる技が多い。
これらの歴史的経過の中で,活 法 も殺法 と共に表裏…体 となって発展してきており,絞め技で相手を
落 し(意識消失),制する技 と落ちた相手を蘇生させる活法の工夫,研 究,ま た当身技,関 節技の外
し技で制 した際の,相 手の傷害に対する処置,整復法などの医療技術の工夫,研究 も同時になされて
いた経過がある。 明治16(1883)年「医術開業試験規則」(西洋医学)の 制定以降,古流柔術伝統の
これ らの 医療 技法 は衰退,失 伝の一途 をた どった。 大正9(1920)年,「柔道 整復術」 が公認 された
が,今 日では,古 流柔術技法を伝える人達 と伝統の医療技術は夫々別の道を歩んでいる。これらの経
過 も詳らかにしてお く必要性を感 じている。
最後に,楊 心流,眞 之神道流,天 神眞楊流,講 道館柔道 と引き継がれてきた技術体系の中で,当身
技 に よって攻 める急所 に関 して,そ の名称,部 位 を纏 める と,1.頭 韻 頚部 天倒(て ん とう,頭
頂部),烏 兎(う と,両 眼の間),人 中(じ んち ゅう,鼻 と口の間),両 毛及 び霞(り ょうもう,か す
み,眼 尻 と眉 の間,こ め かみ),独 古(ど くこ,耳 下),肢 中(し ち ゅう,喉 頭 部の気管),松 風及び
村雨(ま つかぜ,む らさめ,咽 頭の両脇),2,体 幹部 前面 腹 中(だ ん ち ゅう,胸 骨中央 部),雁
下(が んか,両 乳 の下部),水 月(す いげつ,胸 腹の問,み ぞおち),月 影(つ きかげ,左 脇腹),稲
妻(い なづ ま,右 脇 腹),明 星(み ょう じ ょう,膀 下),陰 嚢(い んの う,睾:丸),3,体幹後面
後電 光(う しろで ん こう,胸 髄下部),活(か つ,胸 髄上 部),4,上肢 一尺 タク(し ゃくた く,手
首上部),5,下肢一 ・草藤(く さづ り,腓 腹筋 中央部),向 骨(む こ うばね,軽 骨下部)等 である。
今後は,殺 法に関 しては,よ り古い流派の竹内流,関 口流,制 剛流等の調査,ま た急所に関して
は,空 手,ボ クシング等の他の格技スポーツの急所及び東洋医学 ・鍼灸術における経穴 ・経絡(ツボ)
との比較検討が必要であると思われる。
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